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   Anodonta sp.or spp. (Bivalvia：Unionidae) was found in a restored floodplain (Azamenose area) by a 
preliminary survey. Anodonta spp. have been decreasing in numbers and also losing their habitats. It is, 
therefore, necessary for us to establish or develop a skill to preserve and restore their habitats. In this 
study, forcusing attention on Anodonta living in Azamenose area, we aimed investigate their distribution, 
estimated the age of individuals and discuss the transportation mechanism of Anodonta. We found a 
significant positive relationship between shell length of Anodonta and physical conditions (water depth, 
mud depth). We suggest that Anodonta were probably transported by flood water to Azamenose area, 
explaining estimated age and seasonal change of the recruitment pattern. 
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１． はじめに 

 

氾濫原は多くの生物の生息場所となり，地域の生物多

様性に大きく寄与している1)．しかし本邦の多くの氾濫

原は治水を目的とした河川改修等や水田開発により，多

くの地域で消失しているのが現状である．そのような中，

1997年の河川法改正や2001年の自然再生推進法をうけ，

自然再生事業が全国で広く取り組まれている．しかしそ

れらはいまだ歴史が浅く，今後十分にモニタリング等を

行い，自然再生手法を科学的に検証することが重要と考

えられる． 

アザメの瀬（図-1）は，国土交通省の自然再生事業に

よって再生された佐賀県松浦川中流に位置する再生氾濫

原で，ドブガイ属（Anodonta）の単一種もしくは複数種

が生息している（図-2）（以下ドブガイ類とする）．ド

ブガイ類は，絶滅の危機に瀕しているタナゴ類の産卵床

となる2)ことや，水質を浄化する能力を有している3)こと

から，河川やため池を含む淡水水環境にとって重要な種

であると考えられる．しかしながら，ドブガイ類を含め

多くの淡水二枚貝は，その生息数，生息域の減少が指摘

されており4)，淡水生態系の機能への影響が懸念されて

いる．さらに根岸ら5)は国内外におけるイシガイ目（以

下イシガイ類とする）に関する既往研究をレビューし，

イシガイ類や共生関係にある魚類等の種や生息環境の保

全を考えた場合，イシガイ類の好適生息環境条件や生態

的機能等に関する知見が不足していることを指摘してい

る．このように，イシガイ類の生態と物理的な環境（流

量や生息場環境）の関係に関する研究が急務であると思

われる． 

また，アザメの瀬のように人工的に再生された氾濫原

に，遊泳力のない淡水二枚貝が侵入・定着するメカニズ

ムについては既往の研究がなく，それを明らかにするこ

とは今後の氾濫原再生においても有用な情報となると考

えられる． 

本研究は，アザメの瀬におけるドブガイ類の分布状況

と生息する物理環境について調査し，その関係について

明らかにする．さらに成長速度や推定年齢からアザメの

瀬に分布するドブガイ個体群が河川の氾濫により，外部

から侵入・定着した可能性について調査する． 



 

 

２． 研究対象地区の概要 

 

本研究で対象としたアザメの瀬地区は，佐賀県を流れ

る一級河川松浦川中流域に位置し（図-3），「河川の氾

濫原的湿地の再生」と「人と生物のふれあいの再生」を

目標とした自然再生事業によって再生された約6ha に及

ぶ再生氾濫原湿地である．湿地として再生される前は水

田として利用されていたが，松浦川本流との水理的な連

続性は確保されていなかった．再生後のアザメの瀬地区

は，施工前と比べて約5m掘削されており，出水によって

氾濫流が流れ込む仕組みとなっている．アザメの瀬地区

はクリークと池およびそれらの周りの湿地からなってお

り（図-4），通常時はクリークのみで松浦川本川とつな

がっているが，洪水時にはアザメの瀬地区全体に洪水流

が流れ込む（図-1）．そのため，流水とともに土砂や

様々な生物が流入する．出水時の流入方式は下流側から

氾濫水が流入するバックウォーター方式となっている． 

なおアザメの瀬は竣工から約2年をかけて段階的に施

工され，調査実施時の平成19年6月時点で下池は竣工後

約3年3ヶ月が経過していた．本研究では，アザメの瀬竣

工当初に造成され，アザメの瀬の中でも松浦川本川に最

も近く洪水の影響を受けやすいと考えられる下池を調査

対象とした．なお下池は通常時は松浦川本川と水理的な

連続性を有しておらず止水域となっているが，出水時に

は氾濫水が流入することによって水理的に松浦川本川と

つながるという特徴を有している． 

なお，アザメの瀬で確認されたドブガイ類は，そのほ

とんどがマルドブガイ（Anodonta calipygos）の特徴を有

しているものであったが，中には殻形態からタガイ

（Anodonta japonica）やヌマガイ（Anodonta lauta）と分

類が困難な個体も見られた．そのため本論では固有の種

名は使用せずにドブガイ類として報告するが，示した結

果は，マルドブガイの特徴を強く反映していると考えら

れる． 
 

 

 

 

３． 調査方法 

 

(1) 分布状況調査 

調査対象とした下池は，南北に約60m東西に約30m水

域面積約2000㎡を有している．出水時に河川の氾濫の影

響を受けることもあり，水位の変動が比較的激しい池で

ある．ドブガイ類の個体採集は，下池を2m×2mの方形

枠で区切り，方形枠ごとに実施した（図-5）．個体採集

では手探りによって確認できるすべてのドブガイ類の個

体を採集した．採集した個体は個体識別番号を記入した

後，殻長，湿重量を計測し，速やかに採集した場所に放

流した．殻長はノギスを用いて0.01mmまで測定した．

また方形枠で区切った調査地点ごとの物理環境として，

水深および泥厚を測定した．調査は2007年6月～7月に実

施した． 

 

図-3 アザメの瀬位置 

図-2 アザメの瀬に生息する 
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図-5 調査時の様子 

図-4 アザメの瀬の概略平面図 
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図-1 アザメの瀬の風景 
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(2) 成長速度の測定および年齢の推定 

ドブガイ類の成長速度を推定するために，個体識別済

み（平成19年6-7月実施）の個体を定期的に採集し，殻

長を測定した．一度の調査での採集個体数は約50個体と

した．個体採集は，平成19年10月，平成20年1月，4月，

5月，6月，7月に実施した．この際，新たに採集された

個体には，個体識別番号を記入し，殻長及び湿重量を測

定した後放流した．本調査の結果を元にGullant and Holt 
Plot6）により成長速度と推定最大殻長を算出した．さら

にMunro’s method7)により成長曲線の作成と採集個体の

年齢推定を行った．なおこれらの解析には解析ソフト

FISAT28）を用いた． 
 

４． 調査結果および考察 

 

(1) 分布状況調査結果 

平成19年6-7月調査で採集したドブガイ類の総個体数

は1467個体であった．殻長3cm程度の稚貝から20cmを超

えるものまで幅広く分布が確認されたが，殻長約11cm
前後の個体が突出して多く見られた（図-6）．また，方

形枠で区切った調査地点ごとの物理環境（水深，泥厚）

と分布状況（個体数，平均殻長）の回帰分析を行ったと

ころ，水深-平均殻長間および泥厚-平均殻長間に弱い相

関が見られ，特に水深-平均殻長間には相関が見られた

（図-7,8）．一方で個体数と物理環境の間には有意な相

関は見られなかった．なお平均殻長とは，一つの方形枠

内で捕獲された複数のドブガイの殻長を平均したもので

ある．平均殻長と分布地点の水深の関係を示したグラフ

からは，水深が深い箇所ほど大きい個体が生息する傾向

が確認できる（図-7）．平均殻長と分布地点の泥厚につ

いても，同様の傾向が確認できた（図-8）．大部分の分

布地点では泥厚より平均殻長が小さいが，大きいものも

10%程度みられた．つまり確認されたドブガイのうち多

くの個体は，自身の殻長よりも泥厚が大きい場所に分布

していると考えられる．また，ドブガイ類は魚類等と比

べると移動能力は極めて低いが，70cm/day程度の移動能

力は有している9)．したがって多くの個体は，少なくと

も自身の殻長よりも泥厚がある場所を選んで生息してい

ると考えられる．さらにこれらの結果から，ある一定以

上の殻長をもつ個体の生息環境を好適に保つには一定以

上の水深および泥厚が必要であると考えられる．このよ

うに水深や泥厚といった物理環境とドブガイ類の分布生

息状況との関係を示すことは，生息場所保全や復元の観

点からみても重要な知見と考えられる．またドブガイが

底質として砂泥～泥底を好んで生息する10)ことや，水深

についてもイシガイなどに比べて深い場所を好む11)こと

は知られているが，特に個体の殻長サイズによって好適

な水深・泥厚が異なることを示した点は本研究の新規的

な点である． 

 
(2) 成長速度の測定および年齢の推定 

Gullant and Holt Plotの結果（ドブガイ類の殻長-成長速

度グラフ）を図-9に示す．グラフより殻長が大きくなる

につれて，成長速度が小さくなる傾向が見てとれ，殻長

約5cm程度で約0.02cm/day（年間成長量≒7.3cm），殻長

約15cm程度で約0.01cm/day（年間成長量≒3.7cm），殻

長20cm程度ではほとんど成長しないことがわかる．た

だし，殻長の小さい（5cm程度以下）個体については本

調査では確認できなかったため，成長速度が得られてい

ない．また推定最大殻長は21.42cmとなった．本結果に

より明らかになったドブガイ類の成長速度は今までに報

告されている事例12）と比較しても速く，アザメの瀬が

ドブガイ類の生育にとって良好な環境にあることが推測

できる．その理由については，水質，水温が好適な環境

であることに加え，餌資源である植物性プランクトンが

豊富であることなどが原因と考えられる．またそれは年

に数回起こる出水攪乱によって多量の有機物が流入する

ことによってもたらされると推測されるが，この点につ

いては今後さらに調査を進めていく必要がある． 

図-7 ドブガイ類の平均殻長と分布地点の水深の関係 
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図-8 ドブガイ類の平均殻長と分布地点の泥厚の関係
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図-6 ドブガイの殻長分布 



 

 

 
Munro’s methodの結果（ドブガイ類の殻長-推定年齢グ

ラブ）を図-10に示す．図-6および図-10の結果から，最

も分布個体数の多い殻長11cm前後の個体の推定年齢は2
歳前後であることがわかる．アザメの瀬が竣工3年3ヶ月

（平成19年6月時点）であることから，これらの個体は

アザメの瀬内で生産された可能性とアザメの瀬竣工後に

侵入した可能性が考えられる．ドブガイ類はグロキディ

ウムと呼ばれる幼生期にヨシノボリ等の魚類の鰭やエラ

に寄生することが知られている13)．そのため，アザメの

瀬へは，寄生した魚類に付着して侵入した可能性と成貝

の状態で流水によって侵入した可能性が考えられる． 
一方，調査時の推定年齢が４歳以上である個体も確認

された．これらの個体は，アザメの瀬竣工から調査時点

までの年月よりも推定年齢が上であるので，ある程度の

大きさの成貝の状態でアザメの瀬へ侵入した可能性が高

い．ドブガイ類を含むイシガイ類は陸上を移動する能力

は有していない上，水中においてもドブガイ類の移動能

力は，あまり高くないことから9),14)，アザメの瀬へ成貝

の状態で侵入したドブガイ類は流水によって運ばれた可

能性が高いと考えられる． 

 

(3) ドブガイ類はいつアザメの瀬へ侵入したのか？ 

図-11にドブガイ類の殻長殻長分布の3ヶ月ごとの季別

変化を示す．調査開始時（2007年6-7月）の殻長分布は

殻長11cm前後をピークとする年級群が一つであるが，

10月時の調査では殻長5～9cm前後の個体が新たに確認

され，年級群が二つ確認できる（図-11太い点線部分）．

さらにその後は二つの年級群がそれぞれ成長しているこ

とが確認できる．7月と10月の調査の間には梅雨前線お

よび台風による大規模な出水が起こっており，この出水

によって殻長5～9cm前後のドブガイ類が流入した可能

性が考えられる． 
 

 
 
(4) アザメの瀬における出水履歴からの考察 

2007年6-7月の調査時，アザメの瀬には殻長約11cm前

後のドブガイ類が突出して多く確認された（図-6）．こ

れらの個体は調査時の推定年齢は2歳程度であり（図-

10），推定年齢と殻長の関係から2006年時の殻長を逆算

すると5cm前後と考えられる．一方アザメの瀬における

水位ハイドログラフ（図-12）を見ると，2006年には大

きな出水が頻繁に起こっている．この結果と(3)の5～

3年3ヶ月 
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図-10 ドブガイ類の殻長-推定年齢グラフ 

（図中のプロットは，各サンプルについて一回目捕獲時の殻長と再捕

獲時の殻長を直線で結んだものを示している．） 
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9cm前後の個体が流入している可能性が高いという結果

とあわせ考えると，2006年時に5cm前後の個体が出水に

よってアザメの瀬へ大量に運搬された可能性が考えられ

る．しかし，生物の中には周期的あるいは非周期的に個

体群の数を爆発的に増加させるという生活戦略を持つも

のがいることが知られており15)，ドブガイ類がこのよう

な生活戦略を持っている可能性も否定できない．このよ

うにドブガイ類の生活戦略の特徴が原因で，図-6のよう

に，あるサイズの個体が突出して多く確認された可能性

も考えられるので，今後も引き続きモニタリングをして

いく必要がある． 
これまで，ドブガイ類がアザメの瀬へ出水に伴う流水

によって侵入している可能性について考察してきたが，

魚類については同様の既往研究がなされており，魚類は

出水を利用して本川と氾濫原のような出水時以外は本川

と分断されている水域とを移動し，産卵や生育の場とし

て利用していることが知られている16)．アザメの瀬では，

ドブガイ類の再生産やドブガイ類へのタナゴ類の産卵が

確認されており（未発表），ドブガイ類にとっても魚類

と同様，氾濫原は重要な生息場として機能していると考

えられる． 
 
(5) アザメの瀬に生息するドブガイ類について 

現在日本国内にはドブガイを含むイシガイ類二枚貝

（イシガイ目：Unionoida）は18種が確認され，その中

でドブガイ属（Anodonta）に属するものは，タガイ

（Anodonta japonica），ヌマガイ（Anodonta lauta），マ

ルドブガイ（Anodonta calipygos）の3種が報告されてお

り，よく類似した環境を好み生息している12)．これらは

殻形態による特徴から同定が可能であるが，地域変異や

個体差によっては殻形態による同定が困難な場合がある．

実際に本研究では，アザメの瀬に生息するドブガイ類を

明確に同定することはできなかった．この点は今後，遺

伝的な手法により明らかにしていく必要がある． 
またマルドブガイは琵琶湖の固有種とされているが，

日本各地に移入した事例が報告されており12),17)，アザメ

の瀬に生息するドブガイ類がマルドブガイを含むのであ

れば，それは国内移入である可能性が高い．マルドブガ

イは国内移入種であるとともに環境省カテゴリー絶滅危

惧Ⅱ類（VU）種でもあるため，その取り扱いについて

は，今後議論が必要であろう． 

 

５． 結論 

 

本研究により，再生氾濫原アザメの瀬に生息するドブ

ガイ類の殻長や個体数と水深・泥厚の関係が明らかと

なった．また推定年齢や年級群の季節変化を明らかにす

ることにより，ドブガイ類が出水時の流水によってアザ

メの瀬へ侵入している可能性を示した． 
今後は，出水時にトラップ等を用いて確実に流入して

いる個体を確認すること，そして定量的な流入量や時期

を明らかにし，より詳しく流入定着メカニズムを明らか

にしていく必要がある．そして研究により得られた知見
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図-12 アザメの瀬水位ハイドログラフ 



 

 

を，物理環境やその他の生物に与える影響等と関連付け

ることにより，生息場の保全・再生事業に活かしていく

ことが重要である． 
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